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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第32期
第３四半期
累計期間

第32期
第３四半期
会計期間

第31期

会計期間

自　平成20年
　　10月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成19年
　　10月１日
至　平成20年
　　９月30日

売上高 (千円) 4,615,5621,341,3516,499,833

経常利益 (千円) 411,858 12,850 569,933

四半期(当期)純利益 (千円) 154,081 56,512 80,930

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 407,874 407,874

発行済株式総数 (株) ― 3,866,1353,866,135

純資産額 (千円) ― 2,595,3032,502,096

総資産額 (千円) ― 3,731,1834,137,932

１株当たり純資産額 (円) ― 677.81 653.47

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 40.24 14.76 21.18

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― 21.13

１株当たり配当額 (円) ― ― 22.00

自己資本比率 (％) ― 69.6 60.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 110,618 ― 436,190

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △8,860 ― △245,581

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △84,022 ― △71,297

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,328,7931,311,058

従業員数 (名) ― 829 787

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　第32期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

　

EDINET提出書類

株式会社インフォメーションクリエーティブ(E05101)

四半期報告書

 2/27



２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 829

(注)　 従業員数は就業人員であります。

　

　

EDINET提出書類

株式会社インフォメーションクリエーティブ(E05101)

四半期報告書

 3/27



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門の名称 生産高(千円)

ソフトウェア開発 458,601

システム運用 433,533

ネットワークソリューション 160,487

その他 63,479

合計 1,116,101

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

事業部門の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

ソフトウェア開発 558,644 44,662

システム運用 554,361 8,925

ネットワークソリューション 229,120 42,627

その他 64,514 3,823

合計 1,406,640 100,037

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門の名称 販売高(千円)

ソフトウェア開発 539,835

システム運用 545,761

ネットワークソリューション 192,248

その他 63,506

合計 1,341,351

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先
当第３四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

株式会社日立情報システムズ 288,794 21.5
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２ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間は、一段と厳しさを増した雇用環境、引き続く個人消費の低迷など依然として景

気回復の兆しは不透明なうちに推移いたしました。

当社が属する情報サービス業界におきましても、企業業績悪化の影響から情報化投資の抑制がより

いっそう顕著となり、受注案件の減少や受注単価の引き下げなどの状況が続いております。

このような状況のなかで当社は、顧客密着型ソリューションビジネスを主体としたサービス・技術提

供の拡充を進めるとともに、人材育成のための教育及び人件費や採用活動経費をはじめとする諸経費の

削減、節減にも努めながら、収益基盤を強化し事業の成長を図っております。しかしながら情報化投資の

抑制による影響は、とりわけソフトウェア開発において著しく、案件の延期や縮小などにより厳しい受注

状況のうちに推移いたしました。

これらの結果、当第３四半期会計期間の業績は、売上高は1,341百万円、営業損失は０百万円、経常利益

は12百万円となりました。又、賞与引当金戻入額及び投資有価証券評価損戻入益90百万円を計上したこと

などにより、四半期純利益は56百万円となりました。

　

①　事業部門別の業績を示すと、次のとおりであります。

（ソフトウェア開発）

ソフトウェア開発につきましては、製造、金融の各業種向けオープン・Web系システム開発及び製

造、通信の各業種向け組込み系システム開発の受注などにより、売上高は539百万円となりました。

（システム運用）

システム運用につきましては、製造、金融、サービスの各業種向けサーバ構築、システム運用管理及

びオペレーションの受注などにより、売上高は545百万円となりました。

（ネットワークソリューション）

ネットワークソリューションにつきましては、通信、金融の各業種向けネットワーク構築・運用

サービスの受注などにより、売上高は192百万円となりました。

（その他）

通信関連のハードウェア設計、自社製パッケージソフトウェア「チケット for Windows」及びASP

サービス「サロンキーパーコーマ(Salon Keeper Coma)」の受注などにより、売上高は63百万円となり

ました。

※　ASPサービスとは、インターネットを利用してソフトウェアを月極めで提供するサービス
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(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べ388百万円減少し2,530百万円とな

りました。これは、売掛金の減少347百万円及び繰延税金資産の減少140百万円が主な要因であります。

（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末に比べ19百万円減少し1,200百万円となり

ました。これは、投資有価証券の減少30百万円が主な要因であります。

（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べ559百万円減少し778百万円となり

ました。これは、賞与引当金の減少195百万円及び未払法人税等の減少241百万円が主な要因であります。

（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末に比べ59百万円増加し357百万円となりま

した。これは、退職給付引当金の増加53百万円が主な要因であります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ93百万円増加し2,595百万円となりま

した。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、1,328百万円となり、第２四半期会計期間末

に比べて33百万円増加しました。                              

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、賞与引当金の減少額203百万円、その他の資産の増加額117百万

円となったものの、税引前四半期純利益103百万円となり、売上債権の減少額286百万円となったことによ

り、43百万円の収入となりました。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産取得による支出10百万円、従業員に対す

る貸付金の回収による収入１百万円となったことにより、９百万円の支出となりました。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額０百万円の支出となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期会計期間において、研究開発活動は行っておりません。又、当社の研究開発活動の状況に

重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、第２四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

又、当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,866,135 3,866,135
ジャスダック証券取

引所
単元株式数は100株でありま
す。

計 3,866,135 3,866,135― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 3,866,135 ― 407,874 ― 389,037

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成21年３月31日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 37,100

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

　3,828,500
38,285 同上

単元未満株式 普通株式 　 　535 ― 同上

発行済株式総数 3,866,135― ―

総株主の議決権 ― 38,285 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式94株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社インフォメー
ションクリエーティブ

東京都品川区南大井六丁
目22番７号

37,100― 37,100 0.96

計 ― 37,100― 37,100 0.96

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
10月

　
11月

　
12月

平成21年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) 455 450 546 526 485 435 435 477 567

最低(円) 350 366 410 420 396 383 390 423 450

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
(管理本部長兼技術部長)

常務取締役
(管理本部長)

須 賀 明 宏 平成21年５月１日

取締役
(テクニカル営業本部長兼
ネットワークソリューショ

ン部長)

取締役
(テクニカル営業本部長)

 
 

吉 田 明 芳 平成21年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当事業年度の第３四半期会計期間(平成21年

４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第３四半期累計期間(平成20年10月１日から平成21年６月30日

まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,027,115 1,009,776

売掛金 732,881 1,080,298

有価証券 450,337 496,708

商品 437 －

仕掛品 43,609 23,974

前払費用 43,540 57,631

未収入金 772 686

1年内回収予定の従業員に対する長期貸付金 4,626 －

繰延税金資産 104,080 244,290

その他 123,351 5,116

流動資産合計 2,530,751 2,918,483

固定資産

有形固定資産

建物 77,379 77,379

減価償却累計額 △45,005 △41,910

建物（純額） 32,374 35,469

工具、器具及び備品 83,059 78,269

減価償却累計額 △60,764 △51,784

工具、器具及び備品（純額） 22,294 26,485

土地 124,591 124,591

有形固定資産合計 179,261 186,546

無形固定資産

ソフトウエア 53,699 32,185

ソフトウエア仮勘定 8,726 5,302

電話加入権 2,173 2,173

無形固定資産合計 64,599 39,661

投資その他の資産

投資有価証券 522,484 552,709

出資金 10 10

従業員に対する長期貸付金 3,042 －

長期前払費用 1,529 868

長期預金 100,000 100,000

保険積立金 97,228 93,009

敷金及び保証金 72,936 72,936

会員権 16,750 16,750

繰延税金資産 149,574 163,941

貸倒引当金 △6,985 △6,985

投資その他の資産合計 956,571 993,240

固定資産合計 1,200,432 1,219,448

資産合計 3,731,183 4,137,932
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 66,999 115,306

未払金 383,466 454,043

未払費用 24,018 44,002

未払法人税等 － 241,873

未払消費税等 33,471 54,546

前受金 4,721 2,859

預り金 63,562 8,339

賞与引当金 202,509 398,000

役員賞与引当金 － 18,836

流動負債合計 778,748 1,337,808

固定負債

退職給付引当金 278,083 224,746

役員退職慰労引当金 79,049 73,280

固定負債合計 357,132 298,026

負債合計 1,135,880 1,635,835

純資産の部

株主資本

資本金 407,874 407,874

資本剰余金 397,528 397,528

利益剰余金 1,822,659 1,752,814

自己株式 △17,646 △17,646

株主資本合計 2,610,417 2,540,571

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △15,113 △38,475

評価・換算差額等合計 △15,113 △38,475

純資産合計 2,595,303 2,502,096

負債純資産合計 3,731,183 4,137,932
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 4,615,562

売上原価 3,709,478

売上総利益 906,084

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 2,285

役員報酬 71,516

給料及び賞与 125,379

賞与引当金繰入額 53,415

退職給付費用 5,141

役員退職慰労引当金繰入額 6,795

法定福利及び厚生費 36,196

旅費及び交通費 7,714

支払手数料 21,735

交際費 3,269

募集費 15,676

不動産賃借料 52,810

減価償却費 19,201

その他 103,541

販売費及び一般管理費合計 524,680

営業利益 381,403

営業外収益

受取利息 11,456

受取配当金 11,406

保険事務手数料 1,470

助成金収入 1,000

有価証券評価益 3,253

雑収入 2,522

営業外収益合計 31,109

営業外費用

為替差損 18

雑損失 635

営業外費用合計 654

経常利益 411,858

特別損失

投資有価証券評価損 73,585

特別損失合計 73,585

税引前四半期純利益 338,273

法人税、住民税及び事業税 34,428

法人税等調整額 149,762

法人税等合計 184,191

四半期純利益 154,081
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 1,341,351

売上原価 1,177,707

売上総利益 163,643

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 512

役員報酬 23,815

給料及び賞与 43,603

賞与引当金繰入額 17,712

退職給付費用 1,713

役員退職慰労引当金繰入額 2,265

法定福利及び厚生費 8,433

旅費及び交通費 1,903

支払手数料 6,552

交際費 758

募集費 3,208

不動産賃借料 17,531

減価償却費 6,958

その他 29,664

販売費及び一般管理費合計 164,631

営業損失（△） △988

営業外収益

受取利息 3,067

受取配当金 8,250

保険事務手数料 493

助成金収入 500

雑収入 2,169

営業外収益合計 14,480

営業外費用

為替差損 5

雑損失 635

営業外費用合計 640

経常利益 12,850

特別利益

賞与引当金戻入額 65,880

投資有価証券評価損戻入益 24,685

特別利益合計 90,565

税引前四半期純利益 103,416

法人税、住民税及び事業税 △55,212

法人税等調整額 102,116

法人税等合計 46,904

四半期純利益 56,512
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 338,273

減価償却費 20,882

賞与引当金の増減額（△は減少） △195,491

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,836

退職給付引当金の増減額（△は減少） 53,336

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,769

受取利息及び受取配当金 △22,863

有価証券評価損益（△は益） △3,253

投資有価証券評価損益（△は益） 73,585

売上債権の増減額（△は増加） 347,417

たな卸資産の増減額（△は増加） △20,072

その他の資産の増減額（△は増加） △111,463

仕入債務の増減額（△は減少） △48,307

未払金の増減額（△は減少） △70,790

未払消費税等の増減額（△は減少） △21,075

その他の負債の増減額（△は減少） 33,661

小計 360,773

利息及び配当金の受取額 22,709

法人税等の支払額 △272,864

営業活動によるキャッシュ・フロー 110,618

投資活動によるキャッシュ・フロー

匿名組合出資金の払戻による収入 37,343

有形及び無形固定資産の取得による支出 △38,535

従業員に対する貸付けによる支出 △9,165

従業員に対する貸付金の回収による収入 1,497

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,860

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △84,022

財務活動によるキャッシュ・フロー △84,022

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 17,734

現金及び現金同等物の期首残高 1,311,058

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,328,793
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期累計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

(1) たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

当事業年度の第１四半期会計期間から平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業

会計基準委員会　企業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による

簿価切下げの方法)に変更しております。

これによる損益に与える影響額はありません。

(2) リース取引に関する会計基準等の適用

当事業年度の第１四半期会計期間から平成19年３月30日改正の「リース取引に関する会計基準」(企業会計

基準委員会　企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　企業

会計基準適用指針第16号)を早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産とし

て計上しております。　

又、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっており

ます。

なお、リース取引開始日もしくは契約締結日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

これによる四半期財務諸表に与える影響額はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

２　経過勘定項目の算定方法

固定費的な要素が大きく、概算額と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法による概算額で計

上する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期累計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成20年９月30日)

該当事項はありません。 該当事項はありません。
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(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

第３四半期会計期間

　
当第３四半期会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年10月1日
 至　平成21年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,027,115千円

有価証券 450,337千円

　　　計 1,477,452千円

株式投資信託 △148,659千円

現金及び現金同等物 1,328,793千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年６月30日)及び当第３四半期累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成21

年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 3,866,135

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 37,194

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年12月18日
定時株主総会

普通株式 84,236 22平成20年９月30日 平成20年12月19日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(リース取引関係)

当第３四半期累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)及び当第３四半期会計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年6月30日)

該当事項はありません。
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(有価証券関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年６月30日)

当社の時価のあるその他有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額に前事業年度の末日と比べ

て著しい変動が見られます。

　

区分 取得原価(千円)
四半期貸借対照表
計上額(千円)

差額(千円)

株式 487,423 500,937 13,513

その他 220,427 170,206 △50,220

計 707,850 671,144 △36,706

(注)　表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。又、当第３四半期会計期間において、その他有価証券で

時価のある株式は、時価が回復し24,685千円の評価損戻入処理を行っております。

なお、減損処理にあたり、時価のある銘柄は会計期間末日における時価の簿価に対する下落率が50％以上の銘柄

について、一律減損処理をしております。下落率が30～50％の株式の減損にあたっては、個別銘柄ごとに、当該会

計期間末日より前１年間の各日の時価の平均が30％以上下落している銘柄について、減損処理をしております。

　

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年６月30日)

当社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

当社は、ストック・オプションを発行しておりませんので、該当事項はありません。

　

　

(持分法損益等)

当第３四半期累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成21年６月30日)及び当第３四半期会計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

当社は、関連会社が存在しませんので、該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

当第３四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成20年９月30日)

　 　

　 677.81円
　

　 　

　 653.47円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成20年９月30日)

純資産の部の合計額(千円) 2,595,303 2,502,096

普通株式に係る純資産額(千円) 2,595,303 2,502,096

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(千株) 3,866 3,866

普通株式の自己株式数(千株) 37 37

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(千株)

3,828 3,828

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期累計期間

　
当第３四半期累計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 40.24円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期累計期間
(自　平成20年10月１日 
　至　平成21年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 154,081

普通株式に係る四半期純利益(千円) 154,081

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,828
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第３四半期会計期間

　
当第３四半期会計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 14.76円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期会計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 56,512

普通株式に係る四半期純利益(千円) 56,512

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,828

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月14日

株式会社インフォメーションクリエーティブ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　藤　田　　紳　　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　石　井　　一　郎　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社インフォメーションクリエーティブの平成20年10月１日から平成21年９月30日までの第32期事業年度の

第３四半期会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年10月

１日から平成21年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び

四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インフォメーションクリエーティブの平成21

年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績

並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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